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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
声
に
な
ら
な
い
僕
達
の
声

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
７
７
２
Ｅ

【
作
者
名
】

　
ス
グ
ル

【
あ
ら
す
じ
】

　
多
感
な
時
期
の
少
年
、
青
年
達
の
叫
び
の
数
々
。
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（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
、
短
篇
で
は
あ
り
ま
す
が
、
数
々
の
オ
ム
ニ
バ
ス
で
成
り
立
っ
て

お
り
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
短
篇
に
な
る
に
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
弱
か
っ
た

ネ
タ
の
在
庫
一
層
セ
ー
ル
。
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『
ク
ロ
マ
グ
ロ
　
パ
ー
ト
２
』

『
木
曜
特
番
、
日
本
の
文
化
は
何
処
に
？
あ
あ
、
今
宵
も
、
あ
ん
た
の
、
わ
さ

び
が
目
に
染
み
る
。
大
体
、
オ
ム
ラ
イ
ス
と
ナ
ポ
リ
タ
ン
は
洋
食
だ
け
ど
、
日

本
で
生
ま
れ
た
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
、
料
理
で
日
本
の
心
を
取
り
戻
そ
う
じ
ゃ
な

い
か
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
』

　
と
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
流
れ
た
後
、
妙
に
長
い
タ
イ
ト
ル
の
特
番
が
始
ま
っ

た
。

　
僕
は
、
こ
の
番
組
の
後
に
放
送
さ
れ
る
今
日
の
洋
画
劇
場
、
『
セ
ク
シ
ー
ハ

ン
タ
ー
・
肉
彦
』
が
観
た
か
っ
た
の
と
、
こ
の
時
間
帯
は
、
つ
ま
ら
な
い
番
組

ば
か
り
な
の
で
、
仕
方
な
く
、
こ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
し
た
。

　
ま
ぁ
、
と
り
あ
え
ず
、
料
理
に
関
す
る
番
組
は
観
て
、
損
は
な
い
だ
ろ
う
と

思
う
。

　
多
く
の
食
材
が
置
か
れ
た
、
和
式
の
キ
ッ
チ
ン
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
ス
タ

ジ
オ
で
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
マ
イ
ク
を
握
っ
て
、
立
っ
て
い
た
。

「
み
な
さ
ん
、
こ
ん
ば
ん
わ
。
司
会
の
蟹
肉
馬
男
で
す
」

　
と
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
番
組
の
進
行
を
進
め
て
い
た
。

「
今
、
街
中
の
至
る
場
所
に
は
、
欧
米
化
が
進
ん
だ
よ
う
な
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー

ド
店
や
、
フ
ァ
ミ
レ
ス
、
チ
ェ
ー
ン
店
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
、
海
原
雄
山
だ
っ
た

ら
、
ブ
チ
ギ
レ
て
、
長
い
演
説
を
始
め
そ
う
な
飲
食
店
が
増
え
ま
し
た
」
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確
か
に
と
、
僕
は
思
っ
た
。

　
特
に
、
海
原
雄
山
あ
た
り
が
。

「
今
日
は
、
有
名
な
料
理
の
先
生
に
お
越
し
頂
き
ま
し
て
、
日
本
の
文
化
の
象

徴
で
あ
る
、
日
本
の
料
理
を
、
簡
単
、
手
軽
か
つ
、
財
布
に
優
し
く
、
大
胆
か

つ
、
セ
ク
シ
ー
、
刺
激
的
に
！
情
熱
的
！
に
作
っ
て
頂
き
、
我
々
、
日
本
人
が

忘
れ
た
日
本
の
魂
を
甦
ら
せ
よ
う
と
す
る
の
が
、
今
日
の
番
組
で
す
」

　
な
る
ほ
ど
。

　
日
本
食
と
言
う
の
は
高
タ
ン
パ
ク
、
低
カ
ロ
リ
ー
と
言
わ
れ
て
は
い
る
。
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
と
か
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
ブ
ー
ム
が
増
え
た
の
も
、
食
事
の
欧
米
化
に

よ
る
物
だ
ろ
。

　
ち
ょ
っ
と
、
興
味
が
湧
い
て
き
た
な
。
少
し
、
日
本
食
の
勉
強
と
し
て
観
て

み
る
か
。

　
と
り
あ
え
ず
、
ど
ん
な
料
理
を
作
る
だ
ろ
う
。

「
さ
て
、
本
日
、
大
胆
か
つ
、
セ
ク
シ
ー
に
、
刺
激
的
に
！
情
熱
的
！
に
料
理

を
作
っ
て
頂
き
ま
す
、
灰
汁
料
理
学
校
講
師
、
黒
鮪
黒
陰
先
生
の
登
場
で
す
！
」

く
ろ
ま
ぐ
ろ
　
く
ろ
か
げ

　
と
、
司
会
者
が
言
う
と
、
観
客
が
拍
手
を
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流
れ
た
。

　
す
る
と
、
ス
タ
ジ
オ
の
脇
か
ら
、
黒
い
髪
の
毛
を
顔
が
見
え
な
く
な
る
ま
で

伸
ば
し
た
黒
い
服
と
、
黒
い
エ
プ
ロ
ン
の
男
が
現
れ
た
。

　
う
わ
ぁ
…
、
怖
ッ
…
。

　
料
理
の
先
生
な
の
か
よ
…
。

「
黒
鮪
先
生
、
今
日
は
お
越
し
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
す
」

　
と
司
会
者
が
、
キ
ッ
チ
ン
に
立
っ
た
黒
い
服
の
料
理
の
先
生
に
挨
拶
を
し
た
。

　
す
る
と
…
、
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「
体
が
、
夏
に
な
れ
よ
！
！
た
め
ら
う
事
に
な
れ
た
肌
に
事
件
起
こ
せ
よ
！
！
」

・・・・・・　
何
故
か
、
い
き
な
り
、
黒
鮪
先
生
が
髪
の
毛
を
振
り
乱
し
て
、
ブ
チ
ギ
レ
た

…
。

　
司
会
者
の
顔
が
固
ま
っ
た
。

　
観
客
が
静
ま
り
返
っ
た
。

　
僕
も
、
テ
レ
ビ
の
前
で
固
ま
っ
た
。

「
あ
っ
…
、
す
い
ま
せ
ん
…
」

　
と
、
い
き
な
り
、
正
気
に
戻
っ
た
黒
鮪
が
謝
り
だ
し
た
…
。

　
な
に
、
こ
れ
生
放
送
…
？

「
あ
っ
、
先
生
、
お
気
に
な
さ
ら
ず
に
…
。
こ
ち
ら
こ
そ
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
…
」

　
と
、
司
会
者
が
平
常
心
で
返
答
し
た
。

　
す
る
と
、
頭
を
深
々
下
げ
て
、
黒
鮪
が
…
、

「
い
や
…
、
す
い
ま
せ
ん
…
。
楽
屋
に
、
頼
ん
で
い
た
物
が
来
な
か
っ
た
ん
で

…
、
つ
い
イ
ラ
イ
ラ
し
て
…
」

　
と
、
司
会
者
に
言
っ
た
。
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そ
ん
な
楽
屋
話
を
、
生
放
送
で
話
す
な
よ
…
。

「
あ
っ
、
だ
っ
た
ら
、
ス
タ
ッ
フ
に
責
任
が
あ
り
ま
す
の
で
…
。
ち
な
み
に
、

な
に
を
頼
ん
だ
ん
で
す
か
？
」

　
と
、
ま
た
司
会
者
が
黒
鮪
に
謝
る
。

　
す
る
と
…
、

「
デ
リ
バ
リ
ー
・
ヘ
ル
…
」

ブ
ッ
！
！

　
テ
レ
ビ
の
画
面
が
、
い
き
な
り
切
れ
た
…
。

　
僕
は
、
『
セ
ク
シ
ー
・
ハ
ン
タ
ー
肉
彦
』
が
始
ま
る
ま
で
、
一
斉
風
靡
セ
ピ

ア
を
踊
る
事
に
し
た
。

　
そ
い
や
！
そ
い
や
！
そ
や
！

…
…
…
…
…
…
…

『
ポ
エ
ム
』

　
今
日
、
僕
は
中
学
校
の
課
題
で
、
ポ
エ
ム
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
何
故
、
ポ
エ
ム
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
の
か
と
言
う
と
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
久

ひ
こ

ひ
さ

彦
君
が
、
先
生
か
ら
朝
の
出
席
確
認
の
際
、
名
前
を
呼
ば
れ
た
時
に
、
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「
俺
が
、
ガ
ン
ダ
ム
だ
！
！
」

　
と
叫
び
、
み
ん
な
か
ら
沈
黙
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。

　
こ
の
こ
と
が
問
題
に
な
り
、
す
べ
て
の
授
業
が
中
止
。
ク
ラ
ス
で
話
し
合
い

と
な
り
、
こ
の
久
彦
君
の
行
動
に
つ
い
て
、
ど
う
思
っ
た
か
を
、
ポ
エ
ム
に
し

て
、
明
日
、
提
出
し
な
さ
い
と
先
生
が
言
っ
た
か
ら
だ
。

　
し
か
し
、
参
っ
た
な
ぁ
、
僕
は
ポ
エ
ム
が
苦
手
な
ん
だ
よ
な
ぁ
…
。

　
こ
の
こ
と
を
、
晩
ご
飯
の
時
に
、
お
父
さ
ん
や
、
お
母
さ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
、

な
ぜ
か
、
昨
日
か
ら
家
に
住
み
着
い
た
親
戚
で
も
、
知
人
で
も
な
い
ヴ
ィ
ジ
ュ

ア
ル
系
の
人
に
相
談
し
て
み
た
。

　
お
父
さ
ん
は
、

「
い
や
、
ガ
ン
ダ
ム
は
フ
ァ
ー
ス
ト
だ
ろ
」

　
と
言
い
、
お
母
さ
ん
は
、

「
ウ
ィ
ン
グ
よ
」

　
と
言
い
、
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、

「
マ
ク
ロ
ス
よ
」

　
と
言
っ
て
、
口
論
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
す
る
と
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
の
人
が
…
、

「
君
が
思
っ
た
こ
と
を
、
書
き
綴
れ
ば
い
い
…
。
君
が
ど
う
思
っ
た
か
を
、
君

の
魂
を
、
言
葉
と
言
う
名
の
武
力
で
、
読
み
手
の
魂
に
介
入
し
な
よ
」

　
と
、
言
っ
た
。
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僕
は
、
い
や
、
あ
ん
た
、
誰
だ
よ
？
勝
手
に
、
ひ
と
ん
ち
で
飯
食
う
な
よ
、

と
答
え
た
。

　
言
わ
れ
た
と
お
り
に
、
僕
の
魂
を
書
き
綴
っ
た
ポ
エ
ム
を
、
朝
、
先
生
に
提

出
し
た
。

　
す
る
と
、
帰
り
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
、
僕
の
ポ
エ
ム
が
、
一
番
良
か
っ
た
、

と
先
生
が
言
っ
た
。
僕
は
少
し
恥
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
嬉
し
か
っ
た
。

　
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
の
人
、
あ
り
が
と
う
。

　
そ
し
て
、
飯
代
払
え
。

　
先
生
が
、
み
ん
な
の
前
で
、
ポ
エ
ム
を
読
み
上
げ
な
さ
い
と
言
っ
た
の
で
、

僕
は
、
昨
日
の
久
彦
君
の
行
動
に
つ
い
て
思
っ
た
ポ
エ
ム
を
披
露
し
た
。

『
中
学
生
の
冗
談
に
、
マ
ジ
レ
ス
し
て
、
授
業
を
潰
す
の
は
、
ど
う
か
し
て
る

し
、
な
ん
で
、
作
文
じ
ゃ
な
く
て
、
ポ
エ
ム
だ
よ
』

　
先
生
に
、
後
で
職
員
室
に
来
な
さ
い
、
と
言
わ
れ
た
。

…
…
…
…
…
…
…

『
日
本
の
文
化
』

「
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、
う
め
ぇ
！
」

　
日
本
の
文
化
を
考
え
る
人
の
会
会
長
の
、
こ
の
一
言
か
ら
、
す
べ
て
が
始
ま

っ
た
…
。
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僕
は
、
君
と
一
緒
に
居
た
か
っ
た
だ
け
な
の
に
…
。

　
戦
場
は
、
僕
達
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
友
情
を
も
、
引
き
裂
い
た
…
。

　
も
う
戻
ら
な
い
、
夏
の
日
…
。

　
帰
り
た
い
、
君
と
過
ご
し
た
日
々
を
…
。

　
神
様
、
お
願
い
…
。

　
時
間
を
巻
き
戻
し
て
…
。

…
…
…
…
…
…
…

『
ラ
ブ
シ
ー
ン
』

「
君
が
好
き
だ
…
」

「
私
も
…
」

　
そ
う
し
て
、
二
人
は
、
夜
空
の
星
の
輝
く
東
京
タ
ワ
ー
の
下
、
静
か
に
抱
き

合
う
。

　
互
い
の
温
も
り
を
感
じ
合
い
な
が
ら
…
。

　
次
回
へ
、
つ
づ
く
。

　
次
回
、

『
盛
り
そ
ば
、
お
か
わ
り
！
』

　
を
、
お
楽
し
み
に
。
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…
…
…
…
…
…
…

『
運
動
会
』

　
僕
は
、
借
り
物
競
争
が
苦
手
だ
。

　
普
通
に
走
る
だ
け
な
ら
い
い
け
ど
、
紙
に
書
か
れ
た
物
を
借
り
な
け
れ
ば
、

ゴ
ー
ル
出
来
な
い
な
ん
て
…
。

　
大
体
、
紙
に
書
か
れ
た
『
デ
ィ
ス
コ
マ
ス
タ
ー
』
っ
て
、
な
ん
だ
よ
…
。

　
そ
う
思
っ
て
、
周
囲
を
見
渡
す
と
、
観
客
席
の
お
母
さ
ん
が
、
カ
バ
ン
か
ら
、

『
デ
ィ
ス
コ
マ
ス
タ
ー
』
を
取
り
出
し
て
く
れ
た
。

　
お
母
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。

　
そ
う
思
い
な
が
ら
、
僕
は
片
手
に
、
ジ
ョ
ン
・
ト
ラ
ボ
ル
タ
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア

を
握
り
締
め
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…

『
失
恋
』

　
僕
は
失
恋
し
た
。

　
別
に
、
告
白
し
て
フ
ラ
れ
た
ん
じ
ゃ
な
く
、
そ
の
好
き
だ
っ
た
女
性
は
僕
の

こ
と
な
ん
か
見
て
い
な
い
ん
だ
。

　
彼
女
に
は
、
彼
氏
が
居
る
。

　
だ
か
ら
、
僕
は
、
彼
女
に
と
っ
て
背
景
で
し
か
な
い
。

　
そ
れ
に
、
気
付
い
た
だ
け
だ
。
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友
人
に
、
そ
の
こ
と
を
話
し
た
。

「
相
手
に
思
い
も
告
げ
ず
、
自
分
の
中
で
終
わ
っ
た
こ
と
に
す
る
の
か
？
そ
ん

な
の
、
告
白
し
て
、
フ
ラ
れ
る
よ
り
、
格
好
悪
い
よ
。
彼
氏
か
ら
、
彼
女
を
奪

っ
て
や
る
く
ら
い
の
男
ら
し
さ
を
見
せ
ろ
よ
！
」

　
と
、
友
人
の
彼
が
言
っ
た
。

　
確
か
に
、
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。

　
で
も
、
実
は
、
僕
が
好
き
な
の
は
、
お
ま
え
の
彼
女
な
ん
だ
よ
…
、
ド
チ
ク

シ
ョ
ウ
…
。

　
い
い
よ
な
、
お
ま
え
は
彼
女
が
居
て
、
人
生
ウ
ハ
ウ
ハ
だ
か
ら
、
ん
な
こ
と

言
え
ん
だ
ろ
う
が
…
、
チ
ク
シ
ョ
ウ
…
。

　
大
体
、
そ
の
慰
め
の
言
葉
と
か
、
ド
ラ
マ
の
観
す
ぎ
な
ん
だ
よ
、
テ
ラ
チ
ク

シ
ョ
ウ
が
…
。

　
あ
あ
、
俺
よ
り
、
幸
せ
な
男
が
憎
い
！

　
こ
う
し
て
、
僕
は
帝
国
軍
を
立
ち
上
げ
、
来
た
る
べ
き
、
非
モ
テ
達
に
よ
る

リ
ベ
リ
オ
ン
に
向
け
て
、
駒
を
進
め
た
。

「
も
う
戻
れ
な
い
。
い
や
、
戻
ら
な
く
て
い
い
」

　
こ
う
し
て
、
僕
の
戦
い
が
始
ま
っ
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…

完
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（
後
書
き
）

余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、
作
者
の
悪
癖
で
、
連
載
作
品
に
、
脱
線
気
味
の
ギ
ャ

グ
話
を
挿
入
し
て
し
ま
う
癖
が
あ
り
、
現
在
、
連
載
中
の
、
シ
リ
ア
ス
、
ダ
ー

ク
を
意
識
し
て
い
る
連
載
作
品
の
『
漆
黒
の
シ
ュ
ガ
ー
レ
ス
』
に
過
度
の
ギ
ャ

グ
話
を
挿
入
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
憂
さ
晴
ら
し
の
形
で
、
短
篇

を
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
…
。
ど
ち
ら
も
、
未
熟
で
、
見
苦
し
い
作
品
で
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

声にならない僕達の声
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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